
112 植 物 防 疫 第47巻 第3号(1993年)

特集:微小害虫の生態と 防除 (5 )

ミナミキイロアザミウマの最近における発生と防除

は じ め に

ミ ナ ミ キ イ ロ アザ ミ ウ マ Thripsρ almi KARN Y は， 1 978

年 に宮崎県で発生が確認 さ れ， 世界で初 め て 害虫 と し て

認識 さ れて か ら ほ ぼ 1 5 年 を 経過 し た 。 こ の 間， 圏 内 で野

菜 ・ 花 き の重要害虫 と し て 位置付 け ら れ る と と も に ， 海

外で も 急速 に 分布 を 広 げて い る 。

こ こ で は ， 最近の 国 内外の発生実態 と 研究 の現状 に つ
いて述べ る 。

I 近年の分布拡大

圏内 に お け る 発生地域 は初発以後急速 に 広 ま り ， 1985 

年 ま での 8 年で九州、| ・ 四 国 の全域， 中 国 ・ 近畿 ・ 東海 ・

関東の太平洋側の 28 都府県 に 広が っ た 。 そ の後 は徐々 に

周辺部 に 拡大 し ， 1990 年 に は福島県 に至っ た 。 発生面積

で み て も ， 1 985 年 ま で は 急速 に 増加 し た が， そ の後 はl

万 5 千 ha 前後で推移 し て い る (図一 1 ) 。 本穣 は耐寒性が

弱しミた め九州本土以北 で は露地での越冬がで き ず， 冬季
の生存 は加温施設内 に 限 ら れ る 。 こ の た め ， 分布 は加温
施設の分布 に よ り 制限 さ れ， 今後 も 夏期 に 一時的発生が

見 ら れ る 地域 は拡大 し で も ， 分布 は現在が ほぼ限界 と 考

え ら れ る 。 熱帯系 の 害虫 で あ る 本種が施設 と い う 越冬場

所 を 得て我が国 に定着 し ， 害虫 と し て の安定的地位 を占
めた こ と を 示 し て い る 。

こ れ に対 し ， 海外での分布拡大 は依然急速であ る (図

2 ) 0 1 981 年 に は ， 被害地域 は日本 ・ 中 国南部 ・ フ ィ リ ピ

ン・イ ン ドネ シ ア ・ ニ ュ ー カ レ ド ニ ア 等 に 限 ら れて い た 。

そ の後， 東南 ア ジ ア ・ 太平洋地域全体 に 広が り ， 1 989 年

に は北 オ ー ス ト ラ リ ア ま で広 が っ た 。 ア メ リ カ で は ，1 985

年 に カ リ プ海 地域で初発 し ， そ の後， 北 は フ ロ リ ダ， 南
は ガ イ ア ナ と 両大陸の一部 に ま で広 が っ た 。 ま た ， ア フ
リ カ の 周辺諸島で も 発生地域が増加 し て い る 。 さ ら に ，
ヨ ー ロ ツ パ で は 本種の侵入 を極度 に警戒 し て い た が， 本
年， つ い に オ ラ ン ダへ侵入 し ， 施設で問題 と な っ て い る

(L∞MANS，私信) 。 北部 ヨ ー ロ ツ ノf での越冬は我が固 と 同

様 に不可能 と 考 え ら れ る が， 冬季の 現在で も 被害が問題

と な っ て お り ， ヨ ー ロ ッ パ の施設栽培地帯での今後の発
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H 天敵の 利 用

発生当初， 本種の天敵 は き わ め て 少 な い も の と さ れて

い た が， 近年， 有効 な天敵が明 ら か に な っ て お り ， 利用

に 向 け た 研究が進 め ら れてい る 。

1 寄生性天敵

広瀬ら (1 990) は ， 1 987�1 988 年 に 本種の原産地の 一部
と 考 え ら れ る 東南 ア ジ ア で天敵の調査 を 行 い ， タ イ で卵

寄生蜂M egaphragm a sp. と 幼虫寄生蜂 ア ザ ミ ウ マ ヒメ
コ パ チ Ceranisω menus (W ALKER) を発見 し た 。 農薬無散
布の圏場で は ア ザ ミ ウ マ ヒ メ コ パ チ の 寄生 率 は 50%以

上 に 達 し ， 本種が ミ ナ ミ キ イ ロ アザ ミ ウ マ の 密度低下 に
関与 し て い る こ と を 示唆 し た 。 さ ら に ， 1 988 年 に は我が
国の農薬無散布の ナ ス 圃場で も ， 本種の発生が確認 さ れ，

70%以上の 高率の寄生 も 観察 さ れた 。 本種 は ミ ナ ミ キ イ
ロ ア ザ ミ ウ マ と 同 属 の ネ ギ ア ザ ミ ウ マT. tabaci 
LIN DEMAN の 防除の た め に ハ ワ イ か ら 導入 さ れ， 有効 に働
い た寄生蜂であ り (SAKIMUllA， 1 937 a， b ) ， 今後の研究の

進展が望 ま れ る 。

2 捕食性天敵

我が国 で は ハ ナ カ メ ム シ 科のD rizω 属， カ プリ ダニ の

一種等が ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ を捕食 し て い る こ と が
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図-1 ミ ナ ミ キ イロア ザ ミ ウ マの圏内にお け る発生の推移
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観察 さ れ， そ の な か でDri;附 sp. が最 も 有力 と 考 え ら れ
る 。 農薬 に よ る 天敵除去法 に よ り 本種が ミ ナ ミ キ イ ロ ア
ザ ミ ウ マ の 密度 を 抑制 し て い る こ と が明 ら か に な り (河
本 ・河合， 1 988:永井 ら ， 1 988) ， 露地栽培 ナ ス で は被害
果の発生が有意 に 少 な く な り (永井， 1 990 a) ， 施設栽培ナ
ス に放飼す る と 長期 に わ た り ミ ナ ミ キ イ ロ アザ ミ ウ マ の
密度 を成幼虫合計で葉当 た り 0 . 6 頭前後 に 抑制す る こ と
が示 さ れた (河合， 未発表) 0 D rius sp. に対す る 各種殺虫
剤の影響が明 ら か に さ れ， D rius sp. に 影響が少 な い他害
虫 の 防除薬剤が示 さ れた こ と は ， 総合防除体系 の策定 に
有効であ る (永井， 1 990 b) 。 ま た ， ハナ カ メ ム シ科の飼育

は ， 本来の餌動物以外 に も 昆虫卵， 練乳， 花粉等種々の
代替 え 餌 を 用 い て行わ れて お り ， 我が国のDr ius sp. も
練乳での飼育が可能で あ り (河合， 未発表) ， 大量飼育 に
関す る 研究の進展 も 注 目 さ れ る 。 従来， 我が国ではDr ius
属の分類体系 に 混乱が見 ら れ， 多 く の報告で種名 が明 ら
か に さ れて い な い が， 安永 (未発表) に よ り 分類体系が確
立 さ れた こ と は ， 今後の研究の進展 に 有効であ る 。D rius
sp. に 関 す る 研究 は 急速 に進展 し て お り ， 今後 は施設 ・露
地 そ れぞれでの有効利用 に む け た 研究が期待 さ れ る 。

タ イ で は ， ハナ カ メ ム シ 科の Bil必 sp. ， D rius sp. 等

6 種の捕食性天敵が見 い だ さ れ， こ の 中 で Bilia sp. が最
も 有力 と 考 え ら れた (広瀬ら ， 1 990) 。
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3 寄生菌

西東 ら (1 989) は メ ロ ン の ミ ナ ミ キ イ ロ アザ ミ ウ マ に寄

生す る 寄生菌 (寄生率 は 1 0%前後) を 見 い だ し ， 他の ア ザ

ミ ウ マ 類へ の 寄生 の 報告 が あ る N eozygi tes pa仰坤 ora

(MACLEOD & CARL) と 同定 し た 。

皿 栄 聾 生 理

ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ は キ ュ ウ リ ・ ナ ス の 葉の乾燥
粉末で飼育可能で あ り ， 生薬で は 飼育不可能 な ト マ ト の
乾燥粉末での飼育 も 可能 で あ る こ と が示 さ れた (小山・松

井， 1 992) 。 乾燥粉末 を利 用 し た 飼育法 は 本種の栄養生理

の解明 に 有効であ り ， 今後の進展が期待 さ れ る 。

W ミ カ ンキイ ロ アザ ミ ウ マ と の種間関係

ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウマFla nkliniella occidentalis 

(PERG ANDE) (以後， ミ カ ン ) は古 く か ら 北 ア メ リ カ に 分布
し て お り ， 1 970 年 ご ろ か ら 施設 の 野菜 ・ 花 き での被害が
顕在化 し た 。 そ の後， 1 980 年代 に ヨ ー ロ ッ パ に侵入 し施

設の野菜 ・ 花 き の重要害虫 と な り ， さ ら に 分布拡大 を 続

け， 我が国で も 1 990 年 に 発見 さ れ た 。 本種 と ミ ナ ミ キ イ
ロ ア ザ ミ ウ マ (以後， ミ ナ ミ ) は ， 近年被害が顕在化 し た ，
分布 を 急速 に 広 げて い る ， 寄主範囲が 広 い ， キ ュ ウ リ 等

の共通の作物の重要害虫 と な っ て い る ， 植物の若い組織

図-2 ミナ ミ キ イロア ザ ミ ウ マの世界 での 分布

・: 1 981 年以 前に発生確認 ・: 1 982 年 以後に発生確認
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の汁液 を 吸汁 し被害 を も た ら す等， 共通点が多 い。

ハ ワ イ ， カ リ フ ォル ニ ア で は ミ ナ ミ が侵入 し て か ら キ

ゥ ウ リ 等 を 両種が同時に加害 し て い る 。 両種の種間関係

を直接研究 し た 論文 は な い が， 両種が同時加害 し た キ ュ

ウ リ での被害解析が行われて い る 。 ミ ナ ミ は 葉 に ， ミ カ

ン は 花 に 多 く ， そ の結果， 傷果率 は ミ カ ン の 密度 に影響

さ れ る (ROSENHEIM， ]. A. et al. ， 1 990) 。 葉 で は ミ ナ ミ の 密

度が高 く (全体の 96%) ， 収量 に は 主 に ミ ナ ミ の 密度が影

響す る と い う 考 え で両種の 密度 を込 み に し た 被害解析で

河合 (1 986) の ミ ナ ミ 単独 と ほ ぽ同様の密度 と 被害の関係

が得 ら れて い る (WELTER， S. C. et al. ，  1 990) 。

お わ り に

ミ ナ ミ キ イ ロ アザ ミ ウ マ は我が国への侵入後， 野菜 の

重要害虫 と な っ た 。 発生当初か ら 防除 を 中心 と し た研究

が集 中 的 に行わ れ， 短期間 に 防除体系 を確立 し た こ と は

特筆 に値す る 。 し か し な が ら ， 防除体系 は薬剤 に頼 る 割

合が高 く ， 今後， 生物的防除の 利 用 が望 ま れ る 。 ま た ，

従来の研究 は 防除 に 直接関連す る も の に 集 中 し て お り ，

今後， 基礎的 な研究の進展が望 ま れ る 。
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0平成5年度植物感染生理談話会の開催について

会 期 : 平 成 5 年 7 月 7 日 (水)1 3 時�9 日 (金)1 2 時 ま
で

会 場 : 〒300-43 つ く ば市筑波 753-1

筑波山ホテ ル青木屋 Tel. 0298-66-0311 (代)

主 題 : 分子植物病理学の 最近の進歩
講演者及び演題

I 病害抵抗性 ト ラ ン ス ジ ェ ニ ッ ク 植物

1 . 縞葉枯病抵抗性イ ネの作出 (農環研) 朱 頭峰氏
2 . イ ネ ・ キ チ ナ ーゼ遺伝子の 導入 に よ る 病害抵抗性

ト ラ ン ス ジ ェ ニ ッ ク タバ コ の作出

(生物研) 西沢洋子氏
3 . ダ イ ズ グ ル カ ナ ーゼ遺伝子導入 に よ る 病害抵抗

性 ト ラ ン ス ジ ェ ニ ッ ク タバ コ の作出

(北大理) 吉川正明氏
4.遺伝子組換 え 植物の安全性評価

(農環研) 松田 泉氏
II 感染 生理の 多様性

5 . 植物感染 生理研究の展望 (岡山大農) 奥 八郎氏
6 . エ ン ド フ ァ イ ト の感染 生理 と そ の利用

(草地試) 古賀博則氏
7.植物 ウ イ ル ス の 混合感染 生理

( 四 国農試) 岩崎真人氏

8 . サツマ イ モ の 帯状組皮症の感染生理

(熱研沖縄) 字杉富雄氏
III 遺伝子解析 に よ る 診断 と 分類

9 . 植物 レ オ ウ イ ル ス の遺伝子解析 と 分析

(農研セ ) 大村敏博氏
1 0 .1 6S rRNA 解析 に よ る MLO の 分類

(東大農) 難波成 任氏
11 .1 6S rRNA 解析 に よ る Agrobacterium 属細 菌 の

分 類 (果樹試) 沢田宏之氏
1 2 . 横物病原細菌 の RFLP 解析 (生物研) 加来久敏氏
1 3  . A ltern aria 属菌の RFLP 解析

(名大農) 柘植尚志氏

特別講演
タバコ モザイ ク ウ イ ル ス の 分子生物学

(帝京大理工) 岡田吉美氏

申込 み : 出席希望 の 方 は ， 下記宛 ご連絡 く だ さ い。 申込

み用紙 を お送 り い た し ま す。 宿泊施設の 関係上，

先着 1 40 名 に 限 ら せ て い た だ き ま す の で， 予 め

ご了承 く だ さ い。
干305 つ く ば市観音台3- 1 - 1

農業環境技術研究所微 生物管理科
平成 5 年度植物感染 生理談話会事務局
八重樫博志氏

Tel. 0298-38-8295 直通
Fax. 0298-38-81 99 
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